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【
問
題
】 

以
下
の
二
つ
の
文
章
を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 
【
問
題
文
Ⅰ
】 

           

  

問
１ 

①
～
⑩
に
つ
い
て
。
カ
タ
カ
ナ
は
そ
の
漢
字
を
、
漢
字
は
そ
の
読
み
を
そ
れ
ぞ
れ
解
答
欄
に
記
し
な
さ
い
。 

問
２ 

波
線
部
イ
の
「
生
業
」
に
つ
い
て
。
そ
の
意
味
を
解
答
欄
に
記
し
な
さ
い
。 

問
３ 

空
欄 

 

① 
 

か
ら 

 

④ 
 

に
つ
い
て
。
空
欄
に
当
て
は
ま
る
語
を
問
題
文
中
か
ら
抜
き
出
し
、
解
答
欄
に
記
し
な
さ
い
。 

こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
著
作
権
の
都
合
に
よ
り
公
開
は
い
た
し
ま
せ
ん
。 
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問
４ 

傍
線
部
Ａ
に
つ
い
て
。「
そ
の
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
父
性
的
／
母
性
的
と
い
う
類
型
化
で
あ
る
」
理
由
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
イ

～
ホ
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
欄
に
記
し
な
さ
い
。 

イ 
近
代
的
な
「
空
間
」
と
伝
統
的
な
「
場
所
」
の
対
比
で
は
、
「
人
間―

環
境
」
関
係
の
全
体
像
を
つ
か
め
な
い
か
ら
。 

ロ 

伝
統
文
化
に
お
け
る
「
人
間―

環
境
」
関
係
に
は
、「
人
間―

人
間
」
関
係
、「
人
間―

神
」
関
係
、「
人
間―

自
然
」
関
係
と
い
う
異
な
る
三
つ
の

極
が
存
在
す
る
か
ら
。 

ハ 

父
・
母
・
子
の
三
角
形
か
ら
な
る
親
子
関
係
が
、「
人
間―

人
間
」
関
係
、「
人
間―

神
」
関
係
、「
人
間―

自
然
」
関
係
と
い
う
三
つ
の
極
を
生
み

出
し
て
い
る
か
ら
。 

ニ 

父
・
母
・
子
の
関
係
が
、「
人
間―

人
間
」
関
係
、「
人
間―

神
」
関
係
、「
人
間―

自
然
」
関
係
と
い
う
三
つ
の
極
を
持
つ
「
人
間―

環
境
」
関
係

に
共
通
す
る
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
か
ら
。 

ホ 

父
子
関
係
お
よ
び
母
子
関
係
が
、
ユ
ダ
ヤ
文
化
や
日
本
文
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
に
通
底
す
る
関
係
性
で
あ
る
か
ら
。 

問
５ 

空
欄 

 

ⓐ 
 

、 
 

ⓑ 
 

に
入
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
イ
～
ニ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
欄
に
記
し
な
さ
い
。 

イ 

ⓐ
＝
仲
介
者
、
ⓑ
＝
仲
介
者 

ロ 

ⓐ
＝
仲
介
者
、
ⓑ
＝
超
越
者 

ハ 

ⓐ
＝
超
越
者
、
ⓑ
＝
超
越
者 

ニ 

ⓐ
＝
超
越
者
、
ⓑ
＝
仲
介
者 
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問
６ 

傍
線
部
Ｂ
に
つ
い
て
。「
垂
直
構
造
」
、「
水
平
構
造
」
、「
包
含
構
造
」
そ
れ
ぞ
れ
が
踏
ま
え
る
も
の
の
説
明
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
イ
～
ホ
か

ら
一
つ
選
び
、
解
答
欄
に
記
し
な
さ
い
。 

イ 
「
垂
直
構
造
」
は
「
人
間―

人
間
」
関
係
、
「
水
平
構
造
」
は
「
人
間―

自
然
」
関
係
、
「
包
含
構
造
」
は
「
人
間―

神
」
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
踏
ま

え
る
。 

ロ 

「
垂
直
構
造
」
は
「
人
間―

自
然
」
関
係
、
「
水
平
構
造
」
は
「
人
間―

神
」
関
係
、
「
包
含
構
造
」
は
「
人
間―

人
間
」
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
踏
ま

え
る 

ハ 

「
垂
直
構
造
」
は
「
人
間―

神
」
関
係
、
「
水
平
構
造
」
は
「
人
間―

人
間
」
関
係
、
「
包
含
構
造
」
は
「
人
間―

自
然
」
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
踏
ま

え
る
。 

ニ 

「
垂
直
構
造
」
は
「
人
間―
自
然
」
関
係
、
「
水
平
構
造
」
は
「
人
間―

人
間
」
関
係
、
「
包
含
構
造
」
は
「
人
間―

神
」
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
踏
ま

え
る
。 

ホ 

「
垂
直
構
造
」
は
「
人
間―

神
」
関
係
、
「
水
平
構
造
」
は
「
人
間―

自
然
」
関
係
、
「
包
含
構
造
」
は
「
人
間―

人
間
」
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
踏
ま

え
る
。
〉 

問
７ 

二
重
傍
線
部
に
つ
い
て
。
《
「
場
所
」
や
「
空
間
」
と
し
て
具
現
化
さ
れ
て
い
る
》
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
、
本
文
に
即
し
て
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
て
解
答
欄
に
記
し
な
さ
い
。 
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【
問
題
文
Ⅱ
】 

          

  

問
１ 

①
～
⑩
に
つ
い
て
。
カ
タ
カ
ナ
は
そ
の
漢
字
を
、
漢
字
は
そ
の
読
み
を
そ
れ
ぞ
れ
解
答
欄
に
記
し
な
さ
い
。 

問
２ 

 
 

㋑ 
 

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
イ
～
ホ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
欄
に
記
し
な
さ
い
。 

イ 

カ
タ
ル
シ
ス 

 
 

ロ 

ミ
ラ
ク
ル 

 
 

ハ 

カ
タ
ス
ト
ロ
フ 

 
 

ニ 
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス 

 
 

ホ 

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス 

こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
著
作
権
の
都
合
に
よ
り
公
開
は
い
た
し
ま
せ
ん
。 
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問
３ 

傍
線
部
Ａ
「
ホ
ッ
と
す
る
気
持
ち
も
あ
る
」
に
つ
い
て
。
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
イ
～
ホ
の
中
か
ら
一
つ
選

び
、
解
答
欄
に
記
し
な
さ
い
。 

イ 
Ａ
Ｉ
技
術
が
、
ま
だ
十
分
に
進
歩
し
て
い
な
い
と
わ
か
っ
た
か
ら
。 

ロ 

Ａ
Ｉ
技
術
が
、
人
間
の
能
力
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
と
わ
か
っ
た
か
ら
。 

ハ 

Ａ
Ｉ
技
術
が
、
人
間
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
以
上
の
働
き
を
す
る
と
わ
か
っ
た
か
ら
。 

ニ 

Ａ
Ｉ
技
術
を
、
人
間
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
制
御
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
。 

ホ 

Ａ
Ｉ
技
術
を
、
人
間
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
支
配
下
に
お
く
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
。 

問
４ 

傍
線
部
Ｂ
「
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
的
未
来
」
に
つ
い
て
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
「
未
来
」
で
あ
る
か
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
イ
～
ホ
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
解
答
欄
に
記
し
な
さ
い
。 

イ 

人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
究
極
的
に
は
と
も
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
未
来 

 
 

 

ロ 

人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
反
発
し
あ
い
な
が
ら
も
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
未
来 

ハ 

人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
互
い
に
反
発
し
あ
う
未
来 

ニ 

人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
相
手
へ
の
反
発
を
隠
し
な
が
ら
と
も
に
暮
ら
す
未
来 

ホ 

人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
最
終
的
に
は
生
存
を
か
け
て
戦
う
未
来 

問
５ 

二
重
傍
線
部
に
つ
い
て
。
「
本
音
」
の
意
味
す
る
具
体
的
な
内
容
つ
い
て
、
本
文
に
即
し
て
わ
か
り
や
す
く
て
ま
と
め
て
解
答
欄
に
記
し
な
さ
い
。 


